
令和 8年 6月 1日 魚橋病院 

 

身体的拘束の最小化に向けた取組について 

 

当院では、入院患者様の尊厳を保持し、安全で質の高い医療・ケアを提供するため、管

理者（病院長・看護部長）を中心に病院全体で「身体的拘束の最小化」に積極的に取り

組んでいます。 

 

1. 私たちの基本方針 

当院では、患者様や他の患者様の生命・身体を保護するため、緊急やむを得ない 

場合を除き、原則として身体的拘束を行わない方針を徹底しています。 

 

2. 具体的な取組内容 

身体的拘束をゼロに近づけるため、以下の組織的な活動を実施しています。 

● 身体的拘束最小化チームの活動： 専門チームが定期的に病棟を巡回し、拘束を 

行っている患者様の解除や、代替策（センサーの活用等）の導入を具体的に検討

しています。 

● 委員会の開催： 3 ヶ月に 1 回以上、専門委員会を開催し、院内の実施状況の把 

握と改善策の策定を行っています。 

● 用具の一括管理： 拘束に使用する用具は病棟外の 1 箇所で一括管理し、安易な

使用を防ぐとともに、常に必要性を厳格に審査しています。 

● 職員研修の実施： 全職員を対象に、患者様の尊厳保持と拘束によらないケアに

関する研修を年 2回以上実施し、意識の向上を図っています。 

 

3. 身体的拘束の実施状況（実績） 

施設基準に基づき、当院における身体的拘束の実施割合を以下の通り公表いたします。 

 

【直近 3ヶ月実績】 

急性期一般病棟 ：  6.6％ 

療養病棟       ： 32.1％  

※実施割合は、全入院延べ日数に対する拘束実施延べ日数の割合です。 

 

私たちは、これからも患者様が安心して療養生活を送れるよう、身体的拘束の最小化

に向けた努力を続けてまいります。ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 


